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能
楽
の
詞
章
と
し
て
の
謡
曲
と
科
白
劇
と
し
て
の
狂
一
旨
の
間
に
は
、
舞
台
の

芸
能
で
あ
る
と
い
う
点
で
共
通
す
る
。
又
「
わ
ら
ん
べ
草
」
三
、
四
十
八
段

（
大
蔵
虎
明
著
岩
波
文
庫
）
に
は

狂
言
〈
能
の
く
づ
し
。
真
と
草
也
。
能
〈
連
歌
、
狂
一
一
一
一
貝
は
い
か
い
の
こ

と
く
、
は
い
ど
ん
を
い
る
人
。
さ
れ
ば
狂
言
の
躰
〈
能
也
。
躰
、
用
、
色
と

た
て
人
躰
を
用
て
色
ど
る
也
。
其
證
擦
〈
能
を
く
づ
し
た
る
狂
言
お
ほ
し
。

能
の
仕
舞
は
詞
を
さ
き
か
、
あ
と
に
し
て
、
文
句
に
さ
く
ら
ず
、
狂
言
〈
詞

に
あ
て
上
す
る
此
か
く
リ
也
（
下
略
）

と
記
し
て
あ
る
よ
う
に
、
狂
言
は
能
の
く
ず
し
で
あ
っ
て
、
狂
言
の
本
体
は
能

で
あ
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

し
か
し
、
思
想
の
面
か
ら
は
、
「
能
狂
言
が
世
相
を
認
刺
し
て
人
情
の
機
微

を
穿
ち
、
道
徳
の
欠
陥
を
暴
露
し
て
ゐ
る
の
に
対
し
、
謡
曲
は
理
想
派
の
文
芸

と
し
て
典
雅
な
貴
族
的
趣
味
の
極
養
に
力
め
堅
固
な
国
民
道
徳
の
向
上
を
計
っ

性
１

て
ゐ
る
」
と
い
う
違
い
が
あ
る
。
ま
た
、
謡
曲
と
狂
一
一
一
一
口
の
違
い
を
一
一
一
一
口
語
位
相

『
は
じ
め
に

一
謡
曲
の
こ
と
わ
ざ

謡
曲
中
に
見
ら
れ
る
こ
と
わ
ざ
を
抜
き
出
す
に
あ
た
っ
て
、
古
謡
本
と
し
て

光
悦
本
謡
曲
百
番
日
本
古
典
全
集
（
日
本
古
典
全
集
刊
行
会
）

を
使
用
し
観
世
流
の
不
足
を
補
う
も
の
と
し
て

謡
曲
大
観
佐
成
謙
太
郎
著
（
明
治
書
院
）

を
使
用
し
て
作
業
に
あ
た
っ
た
。

こ
と
わ
ざ
を
抜
き
出
す
基
本
方
針
に
つ
い
て
は
狂
言
の
こ
と
わ
ざ
を
抜
き
出

す
基
準
（
拙
稿
「
室
町
時
代
の
こ
と
わ
ざ
」
密
田
良
二
教
授
退
官
記
念
論
集

と
い
う
面
か
ら
把
え
て
ふ
る
と
、
謡
曲
は
文
章
語
で
あ
り
「
候
」
体
が
用
い
ら

れ
、
修
辞
と
し
て
は
能
の
歌
舞
性
に
応
じ
て
当
然
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
が
韻
文
的

注
２

で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
狂
一
一
一
口
は
喜
劇
的
構
成
を
持
つ
科
白
劇
で
あ
る
の
で

あ
る
程
度
改
ま
っ
た
言
葉
で
は
あ
る
が
、
ほ
ぼ
当
時
の
日
常
語
に
近
い
も
の
と

言
え
、
「
ご
ざ
る
」
体
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

一
一
、
謡
曲
の
テ
キ
ス
ト
お
よ
び

こ
と
わ
ざ
の
基
準
に
つ
い
て

古
保

動
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一
五
九
ペ
ー
ジ
）
を
踏
襲
し
た
。
謡
曲
で
こ
と
わ
ざ
を
使
用
す
る
際
に
は
、

「
げ
に
や
Ｉ
」
Ｔ
と
い
ふ
こ
と
の
あ
れ
ば
」
「
Ｉ
と
て
」
「
ｌ

な
れ
ば
」
「
ｌ
如
く
」
「
そ
れ
Ｉ
」
「
ｌ
と
申
」
「
ｌ
と
聞
く
も
の

を
」と
い
う
一
一
一
一
口
葉
に
あ
る
よ
う
に
狂
言
と
比
べ
て
、
や
や
こ
と
わ
ざ
の
引
用
に
あ

た
っ
て
の
言
葉
を
省
略
し
て
、
直
接
こ
と
わ
ざ
を
出
す
場
合
が
多
か
っ
た
。

こ
れ
ら
の
こ
と
わ
ざ
を
、
こ
と
わ
ざ
集
で
確
か
め
る
た
め
に

毛
吹
草
松
江
重
頼
選
正
保
二
年
刊
（
岩
波
文
庫
）

世
話
尽
僧
空
願
編
明
暦
二
年
刊
（
更
生
閣
書
店
）

警
瞼
尺
松
葉
軒
東
井
編
天
明
六
年
刊
（
国
語
学
資
料
第
扣
輯
）

諺
苑
太
田
全
斉
稿
寛
政
九
年
刊
（
新
生
社
）

を
使
用
し
た
の
は
前
回
の
作
業
と
同
じ
で
あ
る
。
記
載
に
当
っ
て
は
、

謡
曲
の
こ
と
わ
ざ
（
曲
名
、
テ
キ
ス
ト
略
号
、
八
光
悦
Ⅱ
光
悦
本
・
謡
曲

百
番
、
大
観
Ⅱ
謡
曲
大
観
Ｖ
）

こ
と
わ
ざ
集
の
略
号
八
毛
吹
草
Ⅱ
毛
世
話
尺
Ⅱ
世
臂
嚥
尽
Ⅱ
臂
諺

苑
Ⅱ
諺
Ｖ
と
し
、
さ
ら
に

参
考
と
し
て
上
げ
て
い
る
狂
言
の
こ
と
わ
ざ
に
つ
い
て
は

狂
一
一
一
一
口
の
こ
と
わ
ざ
（
曲
名
、
テ
キ
ス
ト
略
号
八
能
Ⅱ
能
狂
言
・
岩
波
文
庫

集
Ⅱ
狂
言
集
・
日
本
古
典
全
書
、
’
一
一
百
Ⅱ
狂
言
一
一
一
百
番
集
・
富
山
一
房
百
科
文

庫
Ｖ
）
の
順
序
・
略
号
を
用
い
た
。

前
述
の
観
点
、
基
準
を
も
と
に
し
て
謡
曲
の
こ
と
わ
ざ
と
狂
言
の
こ
と
わ
ざ

を
比
較
し
て
ふ
る
と
、
次
の
よ
う
な
特
色
が
あ
る
。

⑪
狂
言
の
場
合
は
直
接
攻
撃
的
こ
と
わ
ざ
で
も
っ
て
相
手
を
攻
撃
し
て
い
る

三
、
謡
曲
の
こ
と
わ
ざ
の
特
色

の
に
対
し
て
、
謡
曲
で
は
典
雅
な
貴
族
的
趣
味
を
特
色
と
す
る
の
で
攻
撃
的

な
こ
と
わ
ざ
を
用
い
ず
、
間
接
的
な
表
現
で
攻
撃
す
る
。
そ
れ
も
聖
人
、
智

者
の
例
を
引
用
し
て
説
得
し
て
い
る
。
狂
言
で
は
二
十
例
近
く
あ
っ
た
が
謡

曲
で
は
わ
づ
か
四
例
し
か
見
当
ら
な
い
。

智
者
は
ま
と
わ
す
勇
者
は
お
そ
れ
ず
（
八
島
光
悦
）

②
親
子
の
間
に
関
す
る
こ
と
わ
ざ
が
多
く
、
親
と
子
の
契
り
の
深
さ
を
感
じ

さ
せ
ら
れ
る
。

お
や
こ
は
二
界
の
く
ひ
か
せ
（
天
鼓
光
悦
）

親
と
子
の
一
世
の
契
り
（
仲
光
大
観
）

親
は
千
里
を
行
け
ど
も
子
忘
れ
ぬ
（
木
賊
大
観
）

③
神
、
仏
等
宗
教
に
関
す
る
こ
と
わ
ざ
が
多
い
神
仏
の
信
仰
の
深
さ
を
あ

ら
わ
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
能
楽
源
流
の
猿
楽
座
が
も
と
寺
社
に
付
属
し
て

い
た
関
係
上
使
わ
れ
て
い
る
の
だ
と
思
わ
れ
る
。

神
は
正
直
の
か
う
へ
に
や
と
り
た
ま
ふ
（
吉
野
静
光
悦
）

神
は
人
の
敬
ふ
に
よ
っ
て
威
を
増
す
（
巻
絹
大
観
）

一
樹
の
陰
や
一
河
の
水
糸
な
是
他
生
の
縁
（
千
手
光
悦
）

中
に
は
、
諸
行
無
常
（
芭
蕉
光
悦
）
老
少
不
定
（
藤
戸
光
悦
）
な
ど

漢
訳
仏
典
か
ら
と
ら
れ
た
も
の
も
あ
る
が
、
狭
義
の
こ
と
わ
ざ
の
条
件
と
し

て
の
教
訓
性
を
含
む
こ
と
、
庶
民
の
間
に
伝
承
し
て
い
る
こ
と
を
考
え
た
と

ぎ
少
し
ず
れ
る
の
で
こ
と
わ
ざ
の
周
辺
の
も
の
と
し
て
別
に
考
え
た
い
。

凶
恋
愛
否
定
の
こ
と
わ
ざ
が
あ
る
。
狂
言
で
聟
女
狂
言
に
出
て
く
る
お
お
ら

か
な
愛
情
に
比
し
て
、
謡
曲
で
は
道
徳
的
に
と
ら
え
、
恋
愛
を
恐
る
べ
き
も

と
し
て
い
る
。

恋
は
く
せ
物
（
花
月
光
悦
）
恋
の
重
荷
（
恋
重
荷
大
観
）

⑤
漢
籍
の
故
事
や
詩
句
を
そ
の
ま
ま
切
り
と
っ
た
も
の
が
見
ら
れ
る
。
こ
の

こ
と
は
謡
曲
作
者
た
ち
、
特
に
世
阿
弥
の
漢
文
学
の
素
養
の
深
さ
を
語
っ
て
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謡
曲
中
に
見
ら
れ
る
こ
と
わ
ざ
に
つ
い
て
機
能
別
に
大
藤
時
彦
氏
の
あ
げ
て

注
４

い
る
分
類
に
し
た
が
っ
て
、
百
二
千
余
句
の
こ
と
わ
ざ
を
列
記
し
た
い
。
○
印

は
狂
言
の
こ
と
わ
ざ
と
共
通
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
同
と
書
い
て
あ
る
の
は

全
く
同
じ
も
の
で
重
複
を
避
け
た
も
の
で
あ
る
。

『
攻
撃
的
こ
と
わ
ざ
」
簡
潔
な
文
句
で
人
間
の
愚
劣
弱
点
を
あ
ざ
け
る
こ
と

わ
ざ
で
あ
る
が
、
謡
曲
は
性
格
上
そ
の
よ
う
な
例
は
な
く
、
聖
人
、
智
者
の
例

を
も
っ
て
き
て
理
想
像
を
あ
げ
て
説
得
し
て
い
る
。

１
敵
の
前
の
た
ふ
れ
（
調
伏
曾
我
大
観
）

ワ
キ
の
箱
根
別
当
の
こ
と
ば
で
「
言
語
道
断
か
か
る
柳
爾
な
る
御
事

に
て
候
。
さ
や
う
の
御
心
中
あ
ら
ぱ
敵
の
前
の
た
ふ
れ
、
た
だ
ま
ず
御

帰
り
給
亡
と
相
手
に
説
得
し
て
い
る
。

い
る
も
の
と
い
え
る
が
、
庶
民
の
間
の
伝
承
性
を
考
え
た
と
き
狭
義
の
こ
と

わ
ざ
と
言
え
な
い
の
で
、
③
の
仏
教
の
経
文
と
同
様
に
し
て
別
に
し
た
い
。

郡
郵
の
仮
枕
（
鉢
木
大
観
）
秋
＠
局
（
班
女
光
悦
）

一
一
千
里
の
外
の
故
人
の
こ
こ
ろ
（
三
井
寺
光
悦
）

春
宵
一
刻
値
千
金
（
小
塩
光
悦
）
橦
花
一
日
の
栄
（
千
手
光
悦
）

軽
漂
激
し
て
影
唇
を
動
か
せ
ば
花
も
の
言
は
い
色
（
雲
林
院
大
観
）

能
が
主
と
し
て
歴
史
や
伝
説
物
語
の
中
の
有
名
人
を
シ
テ
に
し
て
、
シ
ー
プ
ー

注
３

人
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
て
、
謡
で
そ
の
心
情
を
表
現
し
て
い
る
性
格
上
、
こ
と

わ
ざ
の
使
用
は
ほ
と
ん
ど
シ
ー
プ
で
あ
る
も
の
も
狂
言
の
場
合
と
同
じ
で
あ
る
。

ま
た
、
世
阿
弥
十
六
部
集
能
作
書
（
吉
田
東
伍
校
註
能
楽
会
）
の
中
に

「
其
外
よ
き
一
」
と
葉
名
句
な
ど
を
ぱ
為
手
の
云
事
に
書
へ
し
」
と
書
い
て
い

る
の
も
シ
テ
に
す
べ
て
を
集
中
し
よ
う
と
す
る
態
度
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
る
。

四
、
謡
曲
の
こ
と
わ
ざ

②
言
葉
お
ほ
き
者
は
し
な
す
く
な
し
（
吉
野
静
光
悦
）

言
葉
多
き
者
は
品
少
な
し
（
二
千
石
ｌ
集
）

こ
と
ば
お
ほ
き
は
し
な
す
く
な
し
（
毛
）

③
せ
い
し
む
人
に
ま
み
え
ず
歳
陽
宮
光
悦
）

聖
人
ひ
と
に
ま
設
え
ず
（
岩
橋
’
三
百
）

４
智
者
は
ま
と
は
す
勇
者
は
お
そ
れ
ず
（
八
島
光
悦
）
同
（
毛
）
同

（
世
）
知
者
不
し
惑
仁
者
不
レ
憂
勇
者
不
し
催
（
誉
）

『
経
験
的
こ
と
わ
ざ
』
長
年
の
経
験
の
伝
達
の
た
め
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
わ

ざ
。
年
長
者
が
生
活
態
度
に
関
す
る
も
の
や
実
生
活
の
全
面
の
知
識
を
伝
え
る

た
め
に
、
口
調
の
よ
い
こ
と
わ
ざ
を
使
用
し
た
。

５
悪
人
の
友
を
振
り
捨
て
て
善
人
の
敵
を
招
け
（
敦
盛
大
観
）

⑥
か
み
す
む
と
き
は
し
も
も
に
こ
ら
ぬ
（
養
老
光
悦
）

上
澄
ぬ
時
は
流
れ
の
末
ま
で
し
に
ぎ
ノ
ー
と
賑
は
ひ
（
止
動
方
角
ｌ

集
）

７
神
や
仏
と
は
唯
是
水
波
の
へ
た
て
（
道
明
寺
光
悦
）

か
承
と
ほ
と
げ
と
は
す
い
は
の
へ
だ
て
（
毛
）

神
と
仏
と
は
水
波
の
隔
て
な
り
（
響
）

８
僧
俗
に
あ
ら
ず
（
松
虫
大
観
）

⑨
筑
紫
人
虚
言
す
る
（
藍
染
川
大
観
）
同
（
蛸
’
三
百
）

相
花
に
三
春
の
約
あ
り
（
鞍
馬
天
狗
大
観
）

は
な
に
三
し
ゅ
ん
の
や
く
あ
り
（
毛
）
同
（
世
）

花
一
二
一
一
春
ノ
約
ア
リ
（
諺
）

Ⅲ
水
至
っ
て
情
け
れ
は
魚
住
ま
ず
（
放
生
川
大
観
）

水
い
た
り
て
き
よ
け
れ
ば
う
を
す
ま
ず
（
毛
）

水
漬
け
れ
ば
魚
不
レ
生
（
醤
）
水
清
ケ
レ
パ
魚
ス
マ
ズ
（
諺
）

枢
雪
は
豊
年
の
糸
つ
き
も
の
（
難
波
光
悦
）
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曲
中
の
シ
テ
で
あ
る
老
翁
が
「
そ
の
年
つ
き
し
き
は
ま
れ
ば
は
ま

の
真
砂
の
か
す
積
り
て
、
雪
は
豊
年
の
承
つ
き
も
の
ゆ
る
す
故
に

や
」
と
経
験
を
伝
え
て
い
る
。

雪
は
豊
年
の
表
示
（
警
）
雪
〈
豊
年
ノ
瑞
（
諺
）

『
教
訓
的
こ
と
わ
ざ
』

実
生
活
の
知
恵
を
あ
ら
わ
し
て
い
た
こ
と
わ
ざ
が
教
訓
性
を
帯
び
た
も
の
に

変
化
し
て
い
る
．
「
げ
に
や
」
「
ｌ
と
い
う
こ
と
の
あ
れ
ば
」
「
１
－
と
て
」

「
然
る
に
」
と
知
識
を
自
分
の
も
の
と
で
て
そ
の
こ
と
わ
ざ
を
と
り
入
れ
て
い

る
。
謡
曲
の
思
想
と
し
て
堅
固
な
国
民
道
徳
の
向
上
を
計
っ
て
い
る
が
、
こ
と

わ
ざ
の
中
に
も
そ
れ
が
あ
ら
わ
れ
、
特
に
神
仏
に
対
す
る
崇
拝
、
親
子
愛
、
忠

君
、
友
愛
等
道
徳
的
な
も
の
が
多
い
。
謡
曲
の
こ
と
わ
ざ
百
二
十
余
句
の
う
ち

六
十
余
句
と
約
半
数
を
占
め
て
い
る
。

旧
明
日
を
も
知
ら
ぬ
こ
の
身
（
大
原
大
観
）

明
日
知
ら
ぬ
我
身
と
思
へ
ど
暮
ぬ
間
の
今
日
は
人
こ
そ
悲
し
か
り
け
り

紀
貫
之
（
臂
）

⑭
あ
ふ
は
別
成
く
し
（
班
女
光
悦
）
（
揚
貴
妃
光
悦
）

逢
ふ
は
別
れ
の
始
め
（
墨
塗
ｌ
能
）
同
（
臂
）

あ
ふ
は
わ
か
れ
（
毛
）
逢
〈
別
生
〈
死
ノ
本
（
諺
）

伯
、
藍
よ
り
出
て
藍
よ
り
ふ
か
し
（
檜
垣
光
悦
）

あ
ゐ
よ
り
い
で
上
あ
ゐ
よ
り
あ
お
し
（
毛
）

把
石
に
精
あ
り
水
に
音
あ
り
（
殺
生
石
光
悦
）

〃
一
樹
の
陰
や
一
河
の
ゑ
な
是
他
生
の
縁
（
千
手
光
悦
）
（
山
姥
光

悦
）
（
経
政
光
悦
）
（
住
吉
詣
大
観
）
（
定
家
大
観
）
（
知
章

大
観
）
（
錦
木
大
観
）

一
樹
の
か
げ
―
河
の
な
が
れ
（
毛
）
｜
樹
一
河
も
他
生
の
縁
（
世
）

｜
樹
の
陰
に
宿
り
一
河
の
流
れ
を
汲
む
も
他
生
の
縁
（
薯
）

一
樹
ノ
陰
一
河
ノ
流
（
諺
）

函
中
で
は
「
ｌ
と
い
う
白
拍
子
を
ぞ
謡
ひ
け
る
」
と
白
拍
子
と
し

て
取
り
上
げ
て
い
る
が
こ
と
わ
ざ
と
し
た
い
。

旧
打
た
れ
て
も
親
の
杖
（
小
袖
曾
我
光
悦
）

仰
う
つ
れ
ば
は
か
る
な
ら
ひ
（
揚
貴
妃
光
悦
）

⑳
公
の
私
（
俊
寛
大
観
）

公
の
私
（
米
市
Ｉ
集
）
同
（
善
）
公
ノ
私
（
諺
）

⑳
思
ひ
う
ち
に
あ
れ
は
色
は
外
に
そ
見
え
つ
ら
ん
（
松
浦
物
狂
光
悦
）

（
松
風
光
悦
）
（
熊
野
光
悦
）

恩
ひ
内
に
あ
れ
ば
色
外
に
現
は
る
上
（
花
子
ｌ
能
）

思
上
中
ニ
ァ
レ
ハ
色
外
ニ
ア
ラ
ハ
ル
（
諺
）

⑳
お
も
ひ
た
っ
日
を
吉
日
（
唐
船
光
悦
）

思
ひ
立
つ
日
を
吉
日
（
素
襖
藩
ｌ
集
）
同
（
響
）

思
上
立
日
ガ
吉
日
（
諺
）

函
お
や
こ
は
三
界
の
く
ひ
か
せ
（
天
鼓
光
悦
）

子
は
一
一
一
が
い
の
く
び
か
せ
（
毛
）
親
子
は
三
界
の
頸
械
（
臂
）

凹
親
と
子
の
一
世
の
契
り
（
仲
光
大
観
）

親
子
は
一
世
の
契
り
（
臂
）

曲
中
で
は
「
七
世
の
孫
に
逢
ふ
こ
と
し
た
と
へ
な
ら
ず
や
、
親
と
子

の
一
世
の
契
り
の
二
度
逢
ふ
ぞ
嬉
し
き
」
と
用
い
て
い
る
。

班
親
子
は
一
世
の
な
か
（
熊
野
光
悦
）
親
子
二
世
（
諺
）

出
親
は
千
里
を
行
け
ど
も
子
を
忘
れ
ぬ
（
木
賊
大
観
）

親
は
千
里
を
往
け
ど
も
子
を
不
し
忘
（
臂
）

親
〈
千
里
一
一
往
ト
モ
子
ヲ
忘
レ
ヌ
（
諺
）

刀
恩
愛
愛
執
の
涙
は
四
大
海
よ
り
深
し
（
身
延
大
観
）

⑳
好
事
門
を
い
て
ず
悪
事
千
里
を
ゆ
げ
共
子
を
は
忘
れ
ぬ
（
藤
戸
大
観
）
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か
う
じ
門
を
出
で
ず
（
柑
子
Ｉ
能
）

か
う
じ
も
ん
を
い
で
ず
あ
く
じ
千
里
を
は
し
る
（
毛
）

好
事
不
し
出
し
門
悪
事
行
二
千
里
一
（
臂
）

好
事
門
ヲ
イ
デ
ズ
悪
事
千
里
ヲ
ユ
ク
（
諺
）

⑳
壁
に
耳
岩
物
い
ふ
世
の
中
（
小
鍛
治
大
観
）

壁
に
耳
（
薩
摩
守
’
三
百
）
同
（
世
）
壁
に
耳
垣
に
目
口
（
毛
）

壁
に
耳
あ
り
（
誉
）
壁
二
耳
（
諺
）

釦
神
な
ら
で
三
熱
の
苦
し
ゑ
（
葛
城
大
観
）

⑪
神
は
正
直
の
か
う
へ
に
や
と
り
た
ま
ふ
（
吉
野
静
光
悦
）
（
代
主
大

観
）

神
は
正
直
の
頭
に
宿
る
（
宮
廻
り
’
三
百
）
同
（
毛
）
同
（
臂
）

神
〈
正
直
ノ
ヵ
ウ
ベ
ー
ー
ヤ
ド
ル
（
諺
）

⑫
神
は
人
の
敬
ふ
に
よ
っ
て
威
を
増
す
（
巻
絹
大
観
）
（
白
髭
大
観
）

神
は
敬
ふ
仁
威
を
主
す
（
世
）

神
は
人
の
敬
ふ
に
依
っ
て
威
を
増
し
（
薯
）

⑬
鬼
神
に
横
道
な
し
（
鐘
埴
光
悦
）
（
大
江
山
大
観
）
（
野
守
大
観
）

鬼
神
は
わ
う
だ
う
な
し
（
毛
）
鬼
神
に
横
道
無
し
（
臂
）

則
昨
日
は
人
の
上
今
日
は
わ
れ
を
も
知
ら
ぬ
身
（
知
章
大
観
）

け
ふ
は
人
の
み
の
う
へ
あ
す
は
わ
が
身
の
う
へ
（
毛
）

お
騏
鱗
も
老
い
ぬ
れ
ば
鷲
馬
に
劣
る
（
景
清
大
観
）
（
大
仏
供
養
大
観
）

麟
鱗
も
老
ぬ
れ
ば
駕
馬
に
お
と
る
（
毛
）
同
（
世
）
同
（
響
）

騏
鱗
モ
老
ヌ
レ
ベ
駕
馬
二
劣
ル
（
諺
）

発
く
れ
な
い
は
園
生
に
う
へ
て
も
か
く
れ
な
し
（
安
宅
大
観
）
（
頼
政

大
観
）
く
れ
な
い
は
そ
の
ふ
に
か
く
れ
な
し
（
毛
）

暮
藍
は
園
生
に
植
え
て
も
隠
れ
無
し
（
臂
）

紅
〈
園
一
一
ウ
エ
テ
モ
カ
ク
レ
ナ
シ
（
諺
）
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現
在
の
果
を
見
て
過
去
未
来
を
し
る
（
安
宅
光
悦
）
同
（
響
）

賢
人
二
君
に
仕
へ
ず
（
錦
戸
）

け
ん
じ
ん
は
二
君
に
つ
か
へ
ず
（
毛
）
賢
臣
二
君
に
つ
か
え
ず
（
世
）

賢
人
二
君
二
事
ヘ
ズ
（
諺
）

巧
成
名
と
け
て
身
退
く
は
天
の
道
（
船
弁
慶
光
悦
）

心
の
師
と
は
な
り
心
を
師
と
せ
ざ
れ
（
熊
坂
大
観
）

こ
こ
ろ
の
師
と
は
な
れ
こ
こ
ろ
を
し
と
せ
ざ
れ
（
毛
）

心
を
師
と
す
る
事
な
か
れ
（
世
）
心
の
師
と
は
な
れ
心
を
師
と
不
し
為

（
響
）
心
ノ
師
ト
ハ
ナ
レ
心
ヲ
師
ト
セ
ザ
レ
（
諺
）

子
は
親
に
似
る
な
る
も
の
（
松
山
鏡
大
観
）

恋
に
は
上
下
を
わ
か
ぬ
習
ひ
（
綾
鼓
大
観
）

恋
の
道
に
は
上
下
は
無
し
（
警
）

恋
は
く
せ
物
（
花
月
光
悦
）
恋
は
曲
物
（
諺
）

子
ゆ
へ
に
ま
よ
ふ
親
の
身
（
三
井
寺
光
悦
）

子
ゆ
へ
の
闇
に
ま
よ
ふ
（
世
）
士
故
に
迷
ふ
親
心
（
響
）

子
ユ
ヘ
ノ
闇
二
迷
う
（
響
）

酒
は
百
薬
の
長
（
大
瓶
猩
々
大
観
）
同
（
餅
酒
ｌ
能
）

酒
は
百
薬
の
長
た
り
（
臂
）

定
め
な
き
世
の
な
ら
ひ
（
善
知
鳥
光
悦
）

三
世
の
機
縁
（
橋
弁
慶
大
観
）
同
（
世
）

鹿
を
を
ふ
猟
師
は
山
を
見
ず
（
善
知
鳥
光
悦
）
同
（
世
）
同
（
響
）

し
か
を
お
ふ
れ
う
し
は
山
を
ふ
す
（
毛
）

鹿
ヲ
追
猟
師
〈
山
ヲ
見
ズ
（
諺
）

師
弟
三
世
（
雷
電
大
観
）

し
な
ぱ
一
所
（
松
虫
大
観
）

慈
悲
は
上
よ
り
下
り
（
藤
栄
大
観
）
慈
悲
は
上
よ
り
降
る
（
牛
盗
人
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’
三
百
）
慈
悲
は
か
ふ
ょ
り
く
た
る
（
毛
）

慈
悲
は
上
か
ら
情
は
下
か
ら
（
臂
）

積
善
の
餘
慶
（
松
虫
光
悦
）
同
（
金
藤
左
衛
門
’
三
百
）

積
善
家
有
一
一
餘
慶
【
臂
）

住
め
ば
宿
（
百
万
大
観
）
ぢ
こ
く
も
す
ゑ
か
（
毛
）

す
め
ば
糸
や
一
」
（
世
）
住
ぱ
部
（
誉
）
ス
メ
．
〈
都
（
諺
）

聖
人
に
夢
な
し
（
清
経
光
悦
）
同
（
毛
）

栴
檀
は
二
葉
よ
り
香
ぱ
し
（
蝉
丸
大
観
）
（
摂
取
大
観
）
同
（
善
）

せ
ん
だ
ん
は
二
ぱ
よ
り
か
う
ば
し
（
毛
）
同
（
世
）

栴
檀
〈
二
葉
ヨ
リ
香
シ
（
諺
）

千
里
の
行
も
一
歩
よ
り
起
る
（
六
浦
大
観
）
同
（
入
間
川
ｌ
能
）
同

（
臂
）

多
勢
に
無
勢
（
朝
長
大
観
）
同
（
髭
櫓
Ｉ
集
）

多
勢
二
無
勢
カ
ナ
ハ
ヌ
（
諺
）

千
里
を
行
も
親
心
子
を
わ
す
れ
ぬ
（
隅
田
川
光
悦
）

塵
積
っ
て
山
と
な
る
（
高
砂
大
観
）
同
（
響
）

塵
積
り
て
山
と
成
る
（
毛
）
塵
積
リ
テ
山
ト
ナ
ル
（
諺
）

貞
女
両
夫
に
見
え
ず
（
錦
戸
大
観
）
同
（
鈍
太
郎
’
三
百
）
同
（
毛
）

同
（
世
）
貞
女
両
夫
一
二
ミ
エ
ズ
（
諺
）

時
人
を
待
た
ぬ
（
朝
長
大
観
）
時
不
待
二
於
人
一
（
臂
）

時
人
ヲ
マ
タ
ズ
（
諺
）

富
ん
で
は
騎
り
を
知
ら
ざ
る
（
敦
盛
大
観
）
と
み
て
は
お
こ
る
（
毛
）

長
居
は
お
そ
れ
あ
り
（
盛
久
光
悦
）
ナ
ヵ
イ
（
畏
レ
ァ
リ
（
諺
）

情
は
人
の
た
め
な
ら
ず
（
葵
上
光
悦
）
同
（
世
）
同
（
善
）

情
〈
人
ノ
為
ナ
ラ
ズ
（
諺
）

人
間
万
事
塞
翁
が
馬
（
綾
鼓
大
観
）
同
（
世
）
同
（
善
）
同
（
諺
）

に
ん
げ
ん
ば
ん
じ
さ
い
を
う
が
む
ま
（
毛
）

品
鳩
に
三
枝
の
礼
を
な
し
（
笛
之
巻
大
観
）

鳩
に
三
枝
の
礼
あ
り
（
臂
）
鳩
一
一
一
一
一
枝
ノ
礼
ア
リ
（
諺
）

⑰
仏
法
あ
れ
は
世
法
あ
り
（
山
姥
光
悦
）
（
車
僧
大
観
）
（
舎
利
大

観
）
同
（
世
）
同
（
譽
）

品
煩
悩
あ
れ
は
菩
提
あ
り
（
山
姥
光
悦
）
煩
悩
即
菩
提
（
善
）

田
仏
あ
れ
ば
衆
生
あ
り
（
山
姥
光
悦
）

刀
勝
ろ
を
も
羨
ま
ざ
れ
劣
る
を
も
賎
し
む
な
か
れ
（
志
賀
大
観
）
同
（
臂
）

⑪
身
は
一
代
名
は
末
他
（
元
服
曾
我
大
観
）
同
（
髭
櫓
’
三
百
）

同
（
毛
）
同
（
醤
）
身
二
代
名
〈
末
代
（
諺
）

⑫
身
を
捨
て
て
こ
そ
名
は
久
し
げ
れ
（
箙
大
観
）

身
を
捨
て
て
こ
そ
浮
ぶ
な
れ
（
通
円
ｌ
能
）

身
を
す
て
上
こ
そ
う
か
ふ
せ
も
あ
れ
（
毛
）
同
（
臂
）

身
ヲ
捨
テ
コ
ソ
ウ
カ
ム
瀬
モ
ァ
レ
（
諺
）

刀
落
花
枝
に
か
へ
ら
す
破
鏡
二
た
ひ
て
ら
さ
す
（
八
島
光
悦
）

刈
良
薬
口
に
苦
く
忠
言
耳
に
逆
ふ
（
楠
露
大
観
）
同
（
誉
）

ら
う
や
く
口
に
に
が
し
（
毛
）
良
薬
口
一
一
苦
シ
（
諺
）

『
遊
戯
的
こ
と
わ
ざ
』
「
た
と
え
ご
と
」
と
も
言
わ
れ
る
。
謡
曲
中
で
は
教
訓

的
こ
と
わ
ざ
に
次
い
で
多
く
五
十
句
を
数
え
、
こ
の
二
つ
で
大
半
を
占
め
る
。

物
事
を
直
接
に
表
現
す
る
の
で
な
く
比
輸
で
あ
っ
て
相
手
に
伝
え
わ
か
ら
す
た

め
に
用
い
て
い
る
．
「
嗽
ふ
れ
ば
ｌ
」
「
ｌ
と
い
へ
り
」
「
１
１
の
如
く
」

と
い
う
こ
と
ば
で
引
用
し
て
い
る
。

⑮
あ
ま
の
命
を
拾
う
た
（
夜
討
曾
我
大
観
）
同
（
空
腕
ｌ
能
）
（
名
取
川

’
三
百
）
天
の
命
拾
ふ
た
（
臂
）

乃
石
に
も
矢
の
立
つ
（
放
下
僧
大
観
）
Ｉ
孝
心
の
深
い
職
え

刀
伊
勢
や
日
向
の
事
（
歌
占
大
観
）
伊
勢
や
日
向
の
物
語
（
臂
）
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一
字
千
金
（
雷
電
大
観
）
ｌ
師
恩
の
職
え

一
宇
千
き
ん
（
毛
）
一
宇
千
金
に
易
へ
が
た
し
（
世
）

一
宇
千
金
に
当
り
一
点
他
生
を
助
く
（
善
）
一
宇
千
金
（
諺
）

一
期
の
浮
沈
（
安
宅
大
観
）

義
経
が
疑
わ
れ
て
怪
し
ま
れ
た
と
き
に
一
行
の
者
が
生
死
の
別
れ
る

危
険
な
時
の
こ
と
ば
と
し
て
用
い
た
。

一
念
無
量
の
鬼
（
恋
重
荷
大
観
）

因
果
は
車
輪
の
め
く
る
か
こ
と
く
（
鉄
輪
光
悦
）

む
ん
ぐ
は
車
の
わ
の
こ
と
し
（
毛
）
因
果
は
輪
る
車
の
如
し
（
善
）

う
き
ふ
し
し
げ
ぎ
川
竹
（
班
女
大
観
）
（
藤
戸
大
観
）

優
曇
華
の
花
（
芭
蕉
光
悦
）
（
現
在
七
面
大
観
）
同
（
臂
）

「
か
く
あ
り
が
た
き
御
法
仁
逢
ふ
事
盲
亀
の
浮
木
優
曇
華
の
花

待
ち
得
た
る
心
地
し
て
」
と
用
い
ら
れ
待
ち
に
待
っ
た
こ
と
の
愉
え
。

優
曇
華
（
毛
）

瓜
を
二
つ
に
割
っ
た
る
や
う
（
花
月
大
観
）

う
り
を
ふ
た
つ
に
わ
り
た
る
こ
と
し
（
毛
）

瓜
ニ
ッ
に
割
っ
た
る
や
う
な
（
臂
）
瓜
ヲ
一
一
ツ
ニ
ワ
ッ
タ
ヤ
ウ
（
諺
）

嬰
児
の
銭
を
以
っ
て
巨
海
を
測
り
（
木
曾
大
観
）
ｌ
と
う
て
い
で
き
ぬ

愉
え

鬼
も
神
も
納
受
す
る
和
歌
の
道
（
放
生
川
大
観
）

歌
に
は
鬼
神
も
納
受
あ
る
（
花
盗
人
’
三
百
）

偕
老
同
穴
の
か
た
ら
ひ
（
楊
貴
妃
光
悦
）
（
籠
太
鼓
大
観
）

偕
老
同
穴
の
か
た
ら
ひ
も
縁
次
第
（
世
）
偕
老
同
穴
（
臂
）
同
（
諺
）

風
は
吹
け
ど
も
山
は
動
ぜ
ず
（
淡
路
大
観
）
同
（
世
）
ｌ
天
下
泰
平

肩
を
結
ん
で
裾
に
下
げ
裾
を
結
び
て
肩
に
か
け
（
百
万
大
観
）

か
承
な
ら
ぬ
身
を
恨
承
か
こ
ち
（
富
士
太
鼓
光
悦
）
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九
牛
が
一
毛
（
唐
船
光
悦
）
同
（
毛
）
同
（
誉
）
九
牛
カ
ー
毛
（
諺
）

昨
日
の
花
は
け
ふ
の
ゆ
め
（
葵
上
光
悦
）

き
の
ふ
は
け
ふ
の
む
か
し
（
毛
）

昨
日
の
淵
は
今
日
の
瀬
（
飛
鳥
川
大
観
）

君
は
ふ
れ
臣
は
水
（
養
老
光
悦
）
（
国
栖
大
観
）

狂
人
は
し
れ
は
不
狂
人
も
は
し
る
と
か
や
（
関
寺
小
町
光
悦
）

同
（
毛
）
同
（
世
）
狂
人
狂
へ
ぱ
不
狂
人
も
狂
ふ
（
警
）

狂
人
走
レ
バ
不
狂
人
モ
走
ル
（
諺
）

愚
人
夏
の
む
し
の
火
を
け
さ
ん
と
飛
入
（
経
政
光
悦
）

愚
人
な
つ
の
む
し
（
毛
）
愚
人
夏
の
む
し
飛
ん
で
火
に
入
る
（
世
）

愚
人
夏
ノ
虫
飛
テ
火
二
入
（
諺
）

蛛
の
家
に
あ
れ
た
る
駒
は
つ
な
ぐ
（
鉄
輪
光
悦
」

蝸
牛
の
角
の
争
ひ
（
頼
政
光
悦
）
同
（
世
）
蝸
牛
ノ
角
ノ
争
（
諺
）

勧
学
院
の
雀
は
蒙
求
を
さ
へ
づ
る
（
頼
政
光
悦
）
同
（
毛
）
同
（
世
）

同
（
響
）
勧
学
院
ノ
雀
〈
蒙
求
ヲ
噸
ル
（
諺
）

外
面
は
菩
薩
に
似
て
内
心
は
夜
叉
（
現
在
七
面
大
観
）

外
面
似
菩
薩
内
心
加
夜
叉
（
譽
）

故
郷
へ
は
錦
を
き
て
帰
る
（
実
盛
光
悦
）

か
へ
る
に
は
仁
し
き
て
ゆ
く
（
毛
）
古
郷
へ
は
錦
を
き
る
（
世
）

故
郷
へ
は
錦
着
て
帰
れ
（
臂
）
故
郷
一
一
〈
繍
ヲ
キ
テ
ヵ
ヘ
ル
（
諺
）

恋
の
重
荷
（
恋
重
荷
大
観
）

氷
は
水
よ
り
出
て
水
よ
り
も
さ
む
く
（
檜
垣
光
悦
）
同
（
毛
）

子
を
思
う
闇
の
夜
鶴
（
木
賊
大
観
）

三
界
は
水
の
上
の
泡
（
鐘
埴
光
悦
）

鹿
の
角
に
蜂
が
さ
い
た
（
車
僧
大
観
）

し
上
の
つ
の
を
は
ち
の
さ
し
た
る
こ
と
し
（
毛
）

5９
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⑪
倫
言
出
で
か
へ
ら
ね
ば
（
蝉
丸
大
観
）
（
小
鑿
大
観
）
ｌ
帝
の
仰

倫
言
汗
の
ご
と
く
（
一
一
一
人
夫
Ｉ
能
）
同
（
毛
）
同
（
世
）

倫
言
は
加
レ
汗
（
臂
）

皿
籠
鳥
は
雲
を
こ
ひ
帰
雁
は
友
を
忍
ぶ
（
檜
垣
光
悦
）

ろ
う
て
う
ぐ
屯
を
こ
ふ
（
毛
）
籠
鳥
の
雲
左
乞
ふ
（
臂
）
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利
光
同
塵
結
縁
の
始
（
蟻
通
光
悦
）
（
加
茂
光
悦
）

し
上
の
角
を
蜂
の
さ
せ
る
（
世
）

し
し
よ
う
な
き
手
柄
（
熊
坂
大
観
）
し
し
や
う
な
き
て
が
ら
（
毛
）

四
鳥
の
別
（
隅
田
川
光
悦
）
ｌ
親
子
の
悲
し
い
別
れ
の
た
と
え

四
鳥
の
わ
か
れ
（
世
）
同
（
臂
）
四
鳥
ノ
別
（
諺
）

日
目
上
に
明
ら
か
な
れ
ど
雲
霧
を
覆
ふ
（
楠
露
大
観
）

生
死
長
夜
（
隅
田
川
光
悦
）
（
安
毛
大
観
）

大
悲
の
利
剣
（
海
士
光
悦
）

蟷
螂
が
斧
（
善
界
光
悦
）
（
夜
討
曾
我
大
観
）
同
（
世
）

蟷
螂
が
斧
を
取
て
龍
車
に
向
（
毛
）

蟷
螂
が
斧
を
以
て
隆
車
に
向
ふ
が
如
し
（
臂
）
蟷
螂
ガ
斧
（
諺
）

電
光
石
火
（
柏
崎
大
観
）

と
ふ
鳥
も
地
に
お
ち
歳
陽
宮
光
悦
）
飛
鳥
も
落
つ
る
勢
ひ
（
臂
）

難
波
の
蘆
は
伊
勢
の
浜
荻
（
蘆
刈
大
観
）
同
（
能
）

似
合
は
い
僧
の
腕
立
て
（
熊
坂
大
観
）
同
（
世
）

薄
氷
を
ふ
む
（
立
田
光
悦
）
（
天
鼓
光
悦
）
同
（
毛
）

羊
の
歩
承
隙
の
駒
（
砧
大
観
）
（
百
万
大
観
）

盲
亀
の
浮
木
（
実
盛
光
悦
）
（
鶴
大
観
）

や
け
野
の
離
子
よ
る
の
鶴
（
唐
船
光
悦
）
同
（
臂
）

ろ
う
て
う
ぐ
屯
を
こ
ふ

籠
鳥
ノ
雲
ヲ
恋
（
諺
）

焼
野
ノ
雄
子
夜
ノ
鶴
（
諺
）

以
上
、
謡
曲
の
こ
と
わ
ざ
百
二
十
四
例
を
あ
げ
た
が
、
狂
言
の
こ
と
わ
ざ
と

童
復
す
る
の
は
二
十
五
例
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
こ
と
わ
ざ
は
口
調
も
よ
く
、
室

町
時
代
に
は
よ
く
使
わ
れ
、
普
遍
的
な
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ

う
。紙
数
の
関
係
上
、
こ
と
わ
ざ
に
近
い
周
辺
の
も
の
と
し
て
、
漢
籍
の
故
事
や

詩
句
、
あ
る
い
は
漢
訳
仏
典
か
ら
と
ら
れ
た
も
の
に
つ
い
て
論
を
進
め
る
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
。

狂
一
一
一
一
口
、
室
町
時
代
物
語
集
、
謡
曲
と
室
町
期
の
こ
と
わ
ざ
に
つ
い
て
考
え
て

き
た
が
、
次
の
作
業
と
し
て
、
謡
曲
と
つ
な
が
り
の
深
い
古
浄
瑠
璃
の
こ
と
わ

ざ
を
抜
き
出
し
て
い
る
の
で
別
の
機
会
に
発
表
し
た
い
と
思
う
。

2４（
注
１
）
日
本
文
学
大
辞
典
「
よ
う
き
よ
く
」
の
項
、
藤
村
作
編
新
潮
社

（
注
２
）
解
釈
と
鑑
賞
、
第
二
六
九
号
一
一
ペ
ー
ジ
、
安
藤
常
次
郎

（
注
５
）
謡
曲
、
狂
言
、
花
伝
書
（
日
本
古
典
鑑
賞
講
座
）
三
四
ペ
ー
ジ

（
注
４
）
国
語
学
辞
典
（
東
京
堂
）
「
こ
と
わ
ざ
」
の
項

（
石
川
県
立
松
任
農
業
高
校
教
諭
）

利
光
同
塵
（
能
）

猿
猴
が
月
に
あ
ひ
を
な
し
（
善
界
光
悦
）
同
（
毛
）
同
（
世
）

猿
猴
が
水
の
月
を
楠
ん
と
す
る
が
如
し
（
能
）

猿
猴
力
月
ヲ
捉
（
諺
）

身
に
及
ば
ぬ
企
て
の
愉
へ
と
し
て
用
い
ら
れ
る
。

五
、
お
わ
Ｄ
に
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